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①  配本希望部数をご記入のうえ郵送またはFAXにてご連絡をお願いしたします。
　  希望部数を優先して配本しておりますので、必ずお申し込み下さい。
②  委託期間内返品可　配本後到着の注文書を注文扱いにて出荷させて頂きます。
③  ★印の図書は特にご注目下さい。平積み頂ければ幸甚です。
④  小局ホームページより、「新刊のご案内」最新号がダウンロードできます。
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部数帖合・番線 ◉待望の再刊！！
法政大学出版局　2022年4月25日配本予定　定価5940円（本体5400円＋税） 四六判上製・654頁
ジャック・デリダ 著／谷口博史 訳 《叢書・ウニベルシタス 1143》

エクリチュールと差異〈改訳版〉 ISBN978-4-588-01143-6 C1310

★★　1960年代フランスの知的沸騰のなかで生まれ、痕跡、差延、脱構築などのデリダ的概念を展開した本書は、構造
主義以後の思想界を決定づける著作となった。ルッセ、フーコー、ジャベス、レヴィナス、アルトー、フロイト、バタイ
ユ、レヴィ＝ストロースらの読解を通じて、主体と他者、言語と表象、存在と歴史をめぐる哲学的思考を根底から書
き換えた名著。全面的に訳文を改訂、さらに読みやすくなった新版。 【哲学】

☆関連書：しばらく品切れしていたデリダ『哲学の余白』上・下（小局刊）も同時に新装版・再配本予定です！

部数帖合・番線 法政大学出版局　2022年4月25日配本　定価4400円（本体4000円＋税） 四六判上製・384頁
ジャック・デリダ 著／高橋允昭、藤本一勇 訳 《叢書・ウニベルシタス 771》

哲学の余白 上 〈新装版〉 ISBN978-4-588-14066-2 C1310

　デリダの脱構築の基本思想が明らかにされる重要なテキスト。序説とも言える「タンパン（鼓膜）」、エクリチュール
の問題から脱構築を説明した「差延」、ヘーゲルやハイデガーの時間概念を論じた「ウーシアとグランメー」、ヘー
ゲルの記号論に関する「竪坑とピラミッド」、ルソーの言語論についての「ジュネーヴの言語学サークル」などを収
め、厳密かつ生成的な「脱構築」の必要性を説く。 【哲学・思想】

☆関連書：『散種』、『有限責任会社〈新装版〉』、『法の力〈新装版〉』、『他者の言語〈新装版〉』……

部数帖合・番線 法政大学出版局　2022年4月25日配本　定価4400（本体4000円＋税） 四六判上製・374頁
ジャック・デリダ 著／藤本一勇 訳 《叢書・ウニベルシタス 772》

哲学の余白 下 〈新装版〉   ISBN978-4-588-14067-9 C1310

　〈差延〉や〈脱構築〉の基本概念が明らかにされるデリダ1970年代の重要なテキストの完訳。下巻には、フッサール
を論じた「形式と〈言わんとする作用〉」、バンヴェニストの言語学「繫辞の代補」、リクールとの論争を招いた「白い
神話」、ヴァレリー論「痛み、源泉」、オースティンの言語行為論をめぐって〈デリダ=サール論争〉を巻き起こした
「署名　出来事　コンテクスト」の５論考を収める。 【哲学・思想】

☆関連書：『散種』、『有限責任会社〈新装版〉』、『法の力〈新装版〉』、『他者の言語〈新装版〉』……

部数帖合・番線 法政大学出版局　2022年4月25日配本予定　定価6380円（本体5800円＋税） 四六判上製・536頁
西田 勝 著 

「満洲文学」の発掘    ISBN978-4-588-46017-3 C0095

　日本の近代は東アジア諸地域の侵略と不可分だった。しかし「満洲国」をはじめ植民地で刊行された書籍や雑誌
は歴史のなかで散逸し、研究文献資料はいまだ不完全なものに留まっている。2021年に逝去した著者は、その忘
却を埋めるべく植民地文化学会を創設、国内外の作家・研究者との協働のもと、知られざる「満洲文学」の実態を
明らかにしてきた。本書は、30年以上をかけたその畢生の仕事である。 【植民地文化論】

☆関連書：西田勝編『田岡嶺雲全集』全７巻、同著『田岡嶺雲論集成』（小局刊）。

部数 法政大学出版局　2018年4月刊行　　定価3960円（本体3600円＋税） 四六判上製・346頁
西山 美久 著 《サピエンティア 52》

ロシアの愛国主義 プーチンが進める国民統合 ISBN978-4-588-60352-5 C3331

　ソ連体制が崩壊したことで旧ユーゴなど共産圏では独立や分裂、民族紛争が相次いだ。2000年代にはグルジア
やウクライナで権威主義的政権が市民の手で倒れた。次はロシアかと危惧されるなか、多様な民族をまとめ、失わ
れた超大国の自信を取り戻そうと、プーチンは共産主義にかわる新たな理念として愛国主義を打ち出す。独ソ戦に
おける勝利など国の偉業や伝統を称え、次世代に伝える政策の現状と課題を考察する。 【ロシア現代政治】

☆関連書：『プーチンのユートピア』慶應義塾大学出版会、『現代ロシアの軍事戦略』ちくま新書など。

注目既刊 !!


